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1 J男貞寺中国の新しい増減簿記法の構成分析 ・ ・ ・高
部門連関パラ γスの諸形態と


















第 1表 イギりス石炭業の地域別生産量の推移(単位 1QO()トγ)
I 1551-6C年 1681ー 卯年い781-9昨 I1則一岬
it 東
%1 %1 %二Z
部 65 I 31 I 1，225 I 41 I 3，000 I 29 I 50，000 I 21 
'"コザトラソド 40 19 475 16 1，600 15 37，000 15 
ウ.00. - i. 7~ 20 10 200 7 800 8 50，000 21 
ミ "1 rランズ 65 31 850 29 4，000 39 100，180 41 
カソノミラ γ ド ， 6 2 100 3 500 5 2，120 1 
そ の 他 14 7 132 4 395 4 2，610 1 
合 計 210 I 100 I 2四 I1∞I 10四5 1∞|包1，910I 100 
注 ミッドランズは ランカジャー クエスト ライディ γグ，南スタッフォードジヤを
中心とする 3炭田よりなる。







2) 隅益三喜男，石炭産業分析序論， r経済学論集」第27巻第4号J 昭和36年， 4ベー ジ。
3) 1871年の調査によれば，イギリスの地下4泊00フィ ト以内で，厚度が1フィート以上の恩蔵炭
置は 1.464億8，000万トンと計揮された(君揮主治郎， r英国石炭事情」大正3年， 3ベ ジ)。
























産力を増大させる o しかも採炭用， 運搬用の労働手段は， 切羽，坑道に結合
されてはじめて労働対象である炭層に積極的に働きかけるととができるのであ





















































(day-hole system)，横洞式浅層採炭 (pitand adit system)で稼業する方法は，
14世紀中葉から炭層が水準上にある丘陵地帯の炭坑で採用古れ.1600年ごろに
はすでに一般的なものとなっていたへ
6) C. R. Gibson. The Romance 0/ Coal. 1923， p. 65; T V. Npf， Thfl R包se01 ihe B1'itish Coal 














1650年ごろ，イギリス石炭業の最先進地方であ η たタイン)1流域の 1炭坑は，




lndustry， 2 voJs.， 1932， Vol. 1. p. 354横坑採炭は，世坑を運搬坑道としても用いるもので，
横洞式浅岡採院はi それを排ホ通洞としてのみ使用しa 入坑， j在揚は竪坑によっておこなう。こ
うした横坑式の炭坑乱臓はj 丘陵地帯に炭田がある南ウェ ルズでは19世紀前半にいたるまで一
般的であった 0.H， Morris and J. L. Williams， The South Wales Cot;ll Industry 1841-1875. 
1!J58， p. 59)。
7) ネフは} この排水具の普及による竪坑組紘の発展の段階 (150....1品O年)を「初期産業革命』
とよんでし唱 (Op.cit.， Vol， 1， pp. 133-261)此本論文ではその罰価j 当否は言及しないe
排1具の発展については， Nef， ibul.， Vol. II， pp. 449-450; T. S. Ashton and l Sykes， Thf)! 
Coal lnd削 t叩 0/tho Eight8enth C削印叩 1929，p. 34事問。
8) F. Brown， The History of Dtainage， in Histo叫 alRevMw 0/ Coal M~附ng (以下瓦
R. C と時す)， p. 184; Nef， ot 叫 Vol. 1， p. 370 またネフによれば，すでに1700年以前に
20フ4ー トの堅坑は一般的なものであった (Ibid. Vol. 1. p. 351)。
9) Ncf， ibid.， Vol， 1， p.370; K. N. Moss， A General Survey of Hi'Story of t:he roal 
Mining Industry， in H. R. C.. p. 7炭坑の寿命は， 1740年代にし、たっても 3年前桂であった
(Ashton and Sykcs， op. &it.， p. 11)。










蒸気力を用いた吸いあげポ yフ園は， 1698年にセイヴァリィ (T. Savary)が発













その後10年間にフリ γ トジャ，ノーサゾパランド，スコがトラ y ドなどの諸地
10) ポー ル マゾトウ 「産業革命J (穂増血訳L 昭和.'l9年 '33ページ。
11) Brown，op. cit.， p.186;マソトウ!前晶君， 433ベジ。
12) ζ の大賀圧機関は， 1717年にバイトン(H.Beighton)によって安全弁がつけくわえられ，
1720年ごろは実用に適したものになコた(マントウi 向上書， 433-435ベ←ジ)。
石炭業に拘ける「構築物」と「施設 (227) 73 




















13) Nef， ot. cil.， Vol. II， p.451 
14) Ashton and Sykes， op. cit. pp. 38-39; Brown， op cit. p; 186 
15) Brown， ibid" p. 186; H. F. flηIm:l.n ;tnd R A. S. Redmayne， Colliery Working and 




16) 18世紀のはじめには，竪坑は180フィ トが限度であるとされた杭 1786年に Walsend炭鉱
は600フィ トの竪坑をもっていた (E Welborne， The Miners' Unions 01 Nort抑制berland
and Dur.加m，1923， p.9)。また18世昨日初期の 1炭坑の採炭領域は，竪坑を中心に最大限200ヤー
ドぼどのものだった (Bulmanann Redmayne. op. c~t.. P 町n



























18) 石村善助 「車業権の研究」昭和35年， 17-20へージ。

























19) Ashton and Sykes， 噌 cit.pp. 45-46; K. N. Mo.ss， Ventilation of Coal -Mines， in H. 
R. C.， pp. 126-129 







界の克服は. 1810年， バドノレ(John.Huddle)がノーサYパラ Y ドの Walsend
炭鉱で試みた Air Splitting のVλテムによって可能なものとなった。かれ
は， 坑内をそれぞれが独自に回流するい〈つかの通気区画にわけ， 風橋 (air








たサYダヲンド委員会 (SunderlandSociety.for the Prevention of Accidents in 
Mines， 1813年設立)の一員であるH ・ディヴィ (H. Davy) とG ・月ティずンソ
ン(G.Stephenson) は. 1815年にほとんどあい前後して安全燈の実用化に成功
し，火災事故の直接の発生困であった従来の裸照明を駆逐しようとした。この







21) Moss， op. czt.， pp. 136-137; H. R. C" Appendlx， p.34 
22) 1800-1年に北東部地方守冊。人が坑内事故で死亡した (A~ht加 and Sykes， op. cit.， p. 52)。
23) Ashton and Sykes， ibid.， p 52その後の安全燈の改善については.D. W. Dron， Llghting 
of Mines， in H， R. C.> pp. 150-169を参問。

















Fラモーガンの GellyGael炭鉱とダラムの Haswell炭鉱に設置された Bnin
ton 換気扇を端初に 60年代後半からようやくイギリ λ全地方に普及しはじ
めた問。
以上のような人気，排気両坑の分離，火龍にかわる換気扇の設置， Air Split 
tmg，そして安全燈の導入， これらがすべて統ーされてはじめて換気体系が完
成されたのであって，それは1870年代以降のことであった")ロ
24) 1851-77年に1126人が坑内火盟事故で死亡した (F.Machin， The Yoγ.kshi同 Mmers，1958， pp 
1. 12. 21 ì~ 資本家たちは，こうした事故多晃の責任を安全燈の使用を嫌う坑夫たちに押しつけ
た(エンゲルス「イギリスにおける労働者階紐の状態」選集補者， 2， 373ペー ジ)。竃障が坑内
照明に使われはじめたのは， 1886年のことであった (Dron.op. cit.， pp. 167-168)。
25) K. N. Moss， M玉neGas and Explosions， in H R. c.， pp. 144-145 南ウェ ルズの換気
扇の普丑については Morris and WilIiams， op. cit.， pp. 64-66を参照。
26) ミツドラ γドの死亡者数と石炭生産量の比串は， 1856戸60年の 1対113，000トンから， 1876-80年

















(windld日)から馬力の巻ろくろ (w恒 mgin) に発展しだが， この巻ろくろは，
1650年頃にあらわれた 1~2 頭の馬壱使って巻胴を回転させる Cog-and-Rung
Ginから， 17世紀の末には単滑車を用い， 4....5頭の馬力を必要とする Whim
sey (Barrel Gin) に発展して，深層採炭の展開にたいする対応をはかっていっ
た。 1746年， ラ Yカγャの SirRoger Bradshaigh 炭鉱では 4頑の馬で
捲揚をおこなう Whimseyが230フィートの竪坑の坑口に設置されてし、た。 ま
た， 1801年に Whiiehavenの1炭鉱の3007ィートの竪坑に設置されてし、たも
のは， 12頭の馬を 3 時間交替で使用し 9 時間労働日あたり 42~44 ト Yの石炭
を捲揚げることができた町。
27) F. Brown， The History of W凹 ding，in瓦 R.C.， p.170 (以下， Brown， Winding と
略す); H. R. C.， Appendix， p.43， Ashton and Sykes， 'ot. cit.， pp. 54-56. 18世紀中葉zノ










メ Yズィス (M.Menzi田)の水力捲揚具 (menzie，water-pul1ing-machine) であ














サゾパランドの Hartley炭鉱は1 低速ギアそ導入し， 8頭の馬を用いる冊。フ 4 ト竪坑用の捲
揚具の開尭を試みたが，これは捲揚速度をおとしj 馬の購入費用を巨額なものとしたために失敗
に終った (Ashtonand ~yk目的id. ， p. 55)。
28) Ashton and Sykes， op叫， p. 57; Morris and Williams， op. cit.， p.70 
80 (234) 第1O~巷第 3 号
程に用いられていた。排水機関と巻胴壱回転させる水車との結合は，排水と捲












と速度の高度化の結果 1日あたりの捲揚量すなわち 1坑あたりの 1日の生産











29) Ashton and Sykes， op叫， p. 58;. Brown， Winding， p.1-71 
30) Ashton and Sykes， opωt.， pp. 59-60 
31) Ashton and Sykes， ib~d ， pp. 60-61; Brown， Winding， pp. 172-173 
問、


























32) 隅谷三喜男，官，I掲論文， 15-16ベ ジ参照。
33) Nef， Pp. cit， Vol， 1， pp. 365-366; R Page Arnot， A History 01 the Scottish Miners. 1955， 
pp 6， 22-27 
82 (236) 第 102巻第3号
を促していったが，他方では坑内運搬の重筋性を日にヨに強めていった。ここ
に従来の婦人運搬夫にかわって成人男子の運搬夫 (barrowman，haulier)が集約




















34) Ashton and Sykes， op_ cit_. pp. 61-62; G. Pool， The History and Development of 
U nderground H四 lage，in H. R， c.， p. 89; Wel加 rne，op. cit" p. 8 採提夫と運搬夫の雇
用比率は院のようr推移した。 16B!l年 Bo'ness炭鉱13対33. 1769年 Dunmore炭鉱28対74.
Stanleykiphill炭鉱70対12701806年 Heaton炭鉱143対84(Ashton and Sykes. ot. ot.， pp 
19. 22-24， 68; Bulman and Redmayne， op. cit_. pp 47-48)0 
35) すでにこの時期に先立って18世紀前半から把童の坑内雇用は，臨時的におとなわれていた(Ash
ton and Sykes， 0ρ ci_. p_ 62)。
， 

















また坑内運搬と捲揚の連続化は， 1777年に J・カー (JCmT) がシェフィー
ノレドの Park炭鉱で車台つきの捲揚用の炭函を導入し， さらに1834年になっ





36) Ashton and Syk田， ibid. pp. 20-21 エソゲルス，前掲書， 365-368ベー ジ。かれらは!
5-7才で入坑し，通気戸骨 (trapper)，連描雑務係 (foal).運搬助手 (half-Hlarrow)，運抑夫
(headsman)，採炭助手 (putand hewer)をへて， 17，..，.18才で採民夫になる。
37) Ashton and Sykes， op. CU.， pp 63-65 
38) Poo-I， op. cit.， pp. 93-94 
84 (238) 第102巻第3号






lais 炭鉱で採用された圧縮空気の尾綱運搬は，一度に 30~35 台の炭軍(合計










機械化は. 1902年にプラケット (W.C. Blackett)がコ Yベイヤーを発明するま
で待たなければならなかった。乙のコ Yベイヤーの普及はさらに遅れ，第1次
大戦後にもちこされた'"'
39) Pool， ibid.. pp. 92， 94-98 
40) Pool出 d.p. 99; Morris and 、Nilliams，ot. cit pp. 69-70， 1802年にスチープγソンは，
Kil1ingworth需拡で蒸気機関の坑内設置を試みたが， それが当時広〈普及したとは考えられな
いn また回大掛昨組織の炭坑では.坑外の蒸気繰闘によって主要坑道から坑口まで一挙に牽引す
ることができた (Pool，ゆ cit.，p. 127)が この場合の定置機関は，捲揚機がはたす担割と変
らねものであるから 坑内揮描機関としては取担うことができない。
41) PooI， op. cit. p. 99; Bulman and Redmayne， op. cit. p. 127 
42) 厚炭屑の炭院では，切羽まで馬をもちこむことができた (Morrisand Williams， op. cit.， p 
70; J. w. F. Rowe， Wages 色旬 the Coal [j旬iustry，1923， p.56)。
43) Bulman and Redmayne. 0ρ叫.p. 131長壁式切羽の面長は，切羽運撤の能力に制約され
て10ヤー ド程度でしかなかったが， コγベイャー の出現は この切羽面長を50...10ヤ ドヒ拡












資料 Bul皿 anand Redmayne， op. cit.， pp. 131， 151; The Repo.吋 0/the 
Royal Commωsion on the. Coal J，何仇旧tt'y.:=l vols.. 1925， VoL II. 
Part B， 'p. 957 
こうして19世紀中葉から20世紀はじめにかけての主要坑道における機械的運
搬と，片盤，切羽における人力運搬という坑内運搬の披行的性格は，ヨンベイ
ヤーの出現によって否定されるようになり，竪坑，主要坑道，片盤・切羽坑道
といった諸「構築物」にそれぞれ捲揚機，定置機関によるエンドレ7-.尾綱運
搬装置，そしてコ 1ベイヤーが結合し， ζこに機械力による切羽から坑口まで
の連続的運搬を内容とする運搬工程の機械化が完成した。
